杉正　伊藤　様

９月催事の稼働計画をお送りします。勧誘日報は今回は朝礼、ミーティングを行い実施しておりません。

１１月の展示会においては強く参加を求められていますが、創業祭は当社で企画した展示会を行います。今回の趣旨は経費をかけずに開催するという趣旨ですので仕入れ、宿泊、支払い経費のかかる事項はすべて削っていますので当社企画以外の参加はありえません。

近頃、お客様が展示会や普段の営業日どちらも来店が少なく、また展示会経費についても社長とも相談しています。
ここから書いている文章は社長と私の考えをまとめて文章を書いております。

展示会を開くたびに支払い・経費が重くなっていくということ。まとめて売上げればその分の商品代金を短期間に支払うことになること。
またお客様の状態を見ても支払いのスピードや量を考えると方向転換せざるを得なく、また新規客の開拓を予期させる提案もなく、ただ企画を今まで通りこなして商品量を見せる、たくさんの人を展示会へ呼び、売り上げを追いかけていくやり方はすでにこの鹿角市では合わないやり方になっています。
自分たちで何とかしなければと必死で考えていた矢先、前々年は非常に規模が小さくなった売上げと肥大する支払いを収拾することができなかったので、企画展示会を止め、掛け売り回収を夏の間に行いなんとか成功したのも記憶に新しいです。
伊藤さんとあまり意見が合わない部分ですが、都市部などの呉服店でされているような、きっちりとした目標設定や勧誘計画は必要だとは思うのですが、個人ノルマなどで社員が疲弊する日々が続くことはあまり望んでいません。

新しいやり方を模索するためにも今回の展示会は私たち、とくに私にとってとても重要な展示会になります。

１１月に向けては展示会をメインにしつつも２本ないしは３本のラインを各期間重なるように振り割って、きものだけのアプローチだけではなく悉皆、洋服、寝具、健康商品、食事会、着付け、地元グループとのコミュニケーションなども盛り込んでいきたいと思います。
この先店が存続していくためには今が方向転換時期だと思いますし、自分たちが思う方向に強く頑張りたいと思います。
ただ、正直、これからパパママストアに戻る日が来るのではないかとも思っています。
パパママストアが悪いとは思っていませんのでこれも一つの手だとは思いますので検討しています。
「お客さんを呼んでこれないものは切れ」ということを何度かおっしゃっていましたが伊藤さんの言う通りなのかもしれません。

最後に、気になっていたのですが、ここ２回ほどお会いした中で「先代の社長と約束した」とおっしゃっていましたがそれはどのようなことですか？ご存じのとおり急に亡くなった父ですのでどんな言葉か気になります。
[bookmark: _GoBack]口頭では言葉の正、真意がぶれるので出来れば明文していただければと思います。
